
プログラム概要

ご法人名

ご参加者氏名①

ご参加者氏名②

ご所属

お役職

ご所属

お役職

TEL

FAX

E-mail アドレス @

@E-mail アドレス

所在地

下記WEBサイトからもお申込いただけます。お申込フォーム上の「セミナー名と開催日」を選択してください。

※お申込受付後、参加の可否を11月4日（金）までにメールにてご連絡いたします。
※本会議の受講をお申込いただいた方には、ご登録いただいた住所、E-mailアドレスなどに、事務局である株式会社ルネサンスを通じて、後援団体、
　協力企業からご案内（展示会・セミナー催事等）や、調査などのお願いをさせていただく場合があります。あらかじめご了承の上、お申込ください。

http://hcbiz.s-re.jp/program/entry/

お問い合わせ
健康経営会議実行委員会 事務局：株式会社ルネサンス 健康経営推進部 内（担当：樋口）

TEL:03-5600-5451 (平日10：00～18：00）

FAX:03-6894-0022

先着500名につき、
お早めにお申込ください！
（東京開催は好評につき２週間程で締め切らせていただきました。）

参加費
無料

先着
500名

社員の健康は
企業成長の源泉です。

事務局： 健康経営会議実行委員会事務局
（株）ルネサンス 健康経営推進部 内 （担当：樋口）
TEL 03-5600-5451（平日10：00～18：00）　FAX 03-6894-0022

詳しい内容・お申込 は裏面へ

※健康経営は特定非営利活動法人 健康経営研究会の登録商標です。
※共催・後援については現在調整中の団体名等も記載しています。

国民の健康寿命延伸に向けて講演 1

講演 2

講演 3

日 時
於

企業・健保組合・自治体の皆様へ

健康経営の実現に向けてー超高齢社会への対応ー

特定非営利活動法人 健康経営研究会 理事長  岡田 邦夫 氏

講演 4 メンタルヘルスから見た健康経営の極意 日産自動車株式会社 人事本部 安全健康管理室  栗林 正巳 氏

経済産業省 商務情報政策局 ヘルスケア産業課長  江崎 禎英 氏

厚生労働省 健康局 健康課長  正林 督章 氏

参加お申込書（1法人2名様まで）健康経営実践のすすめ －中小企業が健康経営に取組む価値－

お申込方法／ 11月1日 　 締切火
よこはま

今、社員の健康を経営資産として捉え、戦略的に社員の健康

づくりに取り組む「健康経営」が注目されています。健康経営

に取り組むことで、組織が活性化し生産性が向上するほか、

社会的な評価を得て採用に好影響が出る企業も増えてきて

います。この秋、横浜市は健康経営に取り組む企業を認証す

る制度を開始します。当日は、健康経営について、有識者から

の講演、国や企業の取組紹介とともに、「これからの横浜の

健康経営」についてもお伝えします。

横 浜 の 未 来をつくる健康経営

2016年11月11日（金）13：30～17：30（開場12：50予定）

横浜市西区みなとみらい3丁目1－1

はまぎんホール「ヴィアマーレ」
●JR・横浜市営地下鉄線 桜木町駅下車 動く歩道利用5分  ●みなとみらい線
みなとみらい駅下車「クイーンズスクエア連絡口」「けやき通り口」より 徒歩7分

主　催： 健康経営会議実行委員会

共　催： 横浜市、横浜商工会議所、NPO法人健康経営研究会、
公益社団法人 スポーツ健康産業団体連合会、
公益財団法人 健康・体力づくり事業財団

後援予定： 経済産業省、厚生労働省、横浜市医師会、横浜市歯科医師会、横浜市薬剤師会、
全国健康保険協会 神奈川支部、健康保険組合連合会神奈川連合会、
中央労働災害防止協会、公益財団法人横浜企業経営支援財団、健康経営ワーキング、
コラボヘルス研究会、健康経営フォーラム、HHHの会　他

健康経営会議実行委員会委員長  斎藤 敏一 氏開会挨拶

横浜市長  林 文子 氏挨　拶

参加費
無料
加費
無料

先着
500名
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横浜銀行本店ビル
はまぎんホール
ヴィアマーレ（1F）

▶

● パネルディスカッション ： これからの横浜の健康経営
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FAX:

無料 500名

お申込方法／11月1日 締切火

「健康日本21＜第二次＞」では、健康寿命の延伸に向け企業

等多様な主体による自発的取組や連携の推進が重要として

いる。厚生労働省では、「スマート・ライフ・プロジェクト」や優

れた企業・自治体等の取組を表彰する「健康寿命をのばそ

う！アワード」を実施し、健康経営に取り組む企業等を応援し

ている。

国民の健康寿命
延伸に向けて

正林 督章 氏
厚生労働省
健康局健康課長

超高齢社会への対応として必要なのは、誰もがそれぞれの年齢

や体力に応じて社会の一員としての役割を果たすことが出来る

「生涯現役社会」を構築すること。いわゆる「生産年齢」の段階か

ら、経営者や従業者に健康管理を促す仕組みを企業活動や経

済活動に組み込んでいくとともに、定年を迎えた後も、ゆるやか

に社会に関わり続けることができるよう、地域の経済活動と一体

として社会参加を促す仕組みを構築する。これにより、これまで

コストであった部分が、生産資源に変わり、社会保障費の適正

化が図られ、新たな産業や雇用が創出されることになります。

経営者が企業の発展のために何に投資するのかは、経営戦

略上の重要な課題です。R&D,安全等は従来から企業の未

来を見据え対策を講じていましたが、超高齢化を迎えた企

業環境においては、すべての従業員が元気で、かつ生産性

が高い労働生活を送り、そして豊かなセカンドライフを迎え

るための経営戦略が必要となり、そのために健康投資が必

須となっています。健康投資には、時間投資、空間投資、そし

て利益投資があり、企業の個別条件に合わせた経営者のタ

イムリーな投資が大きな成果を生み出すことになります。

健康経営実践のすすめ
ー中小企業が健康経営に取組む価値ー

従業員一人ひとりが最高のパフォーマンスを発揮して、その

結果として会社の業績が向上する。これが弊社の健康経営

の目指すところです。従業員がパフォーマンスを発揮するには

心身ともに健康で活き活きと働いていることが必要です。休

業者を出さないというネガティブな発想から脱却して従業員

が前向きに働いてくれる職場をどう作っていくか。メンタルヘ

ルスの切り口から迫ります。

メンタルヘルスから見た
健康経営の極意

健康経営の実現に向けて
ー超高齢社会への対応ー

岡田 邦夫 氏
特定非営利活動法人
健康経営研究会 理事長

江崎 禎英 氏
経済産業省
商務情報政策局
ヘルスケア産業課長

栗林 正巳 氏
日産自動車株式会社
人事本部 安全健康管理室
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